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感動的な卒業式でした ～式辞より～  校長 外山浩司 

 

 今年は、例年にない暴風雪により臨時休校が多くありましたが、校舎の周りの木々の芽は膨らみ春の訪

れを告げています。 

 本日  、第４８回卒業式に当り、来賓の皆様、保護者・地域の皆様のご臨席を賜り、心よりお礼申し上

げます。 

 さて、卒業生のみなさん、卒業生おめでとうございます。皆さん

は、新校舎が完成し、この多目的ホールでの第一回目の卒業生にな

ります。卒業生の皆さんは、この三年間、数多くの体験や、人との

関わりを通して、大きな財産を、心と体に蓄えてきました。     

 とりわけ、本校の伝統である全校合唱では、指揮者と各パートリ

ーダーが 協力し合い全校をまとめ上げました。その結果、文化祭

当日の歌声は、地域や保護者の皆さんに大きな感動を与えました。 

体育祭の「よさこい」においても、伝統を受け継ぎながらも、新たな演技を取り入れ、見ごたえのある力

強い演技を披露してくれました。 

 これらの発表は、日頃の落ち着いた学校生活や集団のまとまりの現れであり、一年生から三年生までの

強い絆があり、できあがったものです。その中心となっているのが、三年生の団結力とリーダーシップだ

ったと言えます。これらの経験は、人間関係を築くという大きな財産になっています。 

  さて、皆さんの門出に当たり、二つのことをお話しします。 

 一つは、現在ＮＨＫの日曜日の夜のドラマ「花燃ゆ」の中で、幕末に活躍した高杉晋作たちに大きな影

響を与えた、吉田松陰先生が、人が生きていく中で大切なこととして、目的を持つこと、夢に向かって進

むことを説いています。 

「夢なき者に理想なし。理想なき者に計画なし。計画なき者に

実行なし。実行なき者に成功なし。故に、夢なき者に成功なし」 

 また、「 人間として一番おそれることは、何にもしないこ

とである。誘惑に負けて目的に向かってやるべきことをしない

ことだ 」と塾生で初代総理大臣になった伊藤博文らに教えて

います。 

 皆さんのこれからの高校生活の中で、もし、テレビやスマー

トフォーン、ラインなどで、大切な時間を奪われると、とても

残念な生活・生き方になると言うことです。 

 昨年本校を卒業して東京に旅立ち、芸能界に入り、紅白歌合戦に出場するなど、活躍している先輩も、

自分の目標に近づきましたが、更に努力を続け、今日の活躍があるそうです。皆さんも、夢を持ち、その

夢に向って努力を続けて下さい。 

二つめに、「人の話の裏を読む、相手の言っていることの奥を読む」と言うことです。これから先、高

校の先生や両親に注意されたり、時には叱られたりすることがあると思います。その時に、なぜ叱られた

のか、相手は、なぜ注意したのか？「なぜだろう？」  と振り返ってみて下さい。そこには、相手の深い

思いや願いが隠されています。それを感じとって次の行動に生かして下さい。一度目の失敗は、仕方あり

ません。しかし、同じ失敗を二度繰り返しては、成長がありません。相手が話した、その裏に隠されてい

るものを、時々考えて下さい。そうすることで、プラス思考に変わり、生きることがうまくいかなくなる

ことが少なくなると思います。 

   一年生、二年生の皆さん、皆さんが入学して以来、何かと面倒を見てくれた三年生が卒業します。学

校をまとめ上げていた先輩の姿を見ていたのは、皆さんです。先輩の姿を思い出し、後に続いてください。

そして、中春別中学校の伝統を受け継ぎ、更に発展さていきましょう。 

 終わりになりましたが、卒業生の保護者の皆さん、お子様のご卒業おめでとうございます。本校職員を

代表致しまして心よりお祝い申し上げます。 

 中学校での生活は、わずか三年間にすぎませんでしたが、この間、お子様の成長・変化に大きなものが

あったと思います。時には、激しいものがあり、ご苦労もあったことと思います。これも大人になって行

くための兆しだったものと思います。 

これからの子育ても  宜しくお願い申し上げ、式辞といたします。    

高校合格発表 全員が第一志望に合格 

３月１７日に公立高校の合格発表がありました。今年度も全員が第１志望の高校に合格することができ

ました。 

４月からは、Ｉ君、Ｙ君（釧路）、Ｈさん（江別）、Ｍさん（帯広）の４名が親元を離れ目標に向かっ

て歩み始めます。合格おめでとうございます。 

＜進路先＞２１名 

 ・別海高校（普通科、酪農科）    ９名 

 ・中標津高校（普通科、事務情報科） ６名 

 ・中標津農業高校（生産技術科、食品ビジネス科）２名 

 ・釧路湖陵高校（理数科）      ２名 

 ・帯広商業高校（商業科推薦）    １名 

 ・とわの森三愛高校（アグリエイト科機農コース）１名 

酪農の歴史について            （生徒会で作成した「祝合格」の前で） 

３月１８日に１年生が、根釧パイロットファームの歴史について学習しました。講師は、豊原在住の本

校卒業生で元ＰＴＡ会長の青野芳樹さんとお父さんの春樹さん（８６歳）でした。昭和３１年から始まっ

た国の大規模機械開発事業のパイロットファームで入植当時の開墾風景の動画や写真を見ながら説明を

受けました。当日はテレビ局と新聞社の取材もあり、いつもと違った雰囲気の中で酪農について学習を深

めていました。青野さん、お忙しい中ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（青野春樹さん芳樹さん親子）    （テレビ局の取材）       （開墾の様子の動画） 


